
 

 
 
 
 
 

 

令和５年 10 月から消費税のインボイス制度（適格請求書等保存方式）が始まります 

 

     

令和 5 年春の全国農作業安全確認運動（３～５月）実施中！ 

＜令和３年に発生した農作業死亡事故 

の調査結果（要因別分析）について＞ 

令和３年の農作業死亡事故を要因別

にみると、「農業機械作業に係る事故」

が 171人（70.7％）と高い状態が継

続しており、農業機械作業の安全対策

の強化が急務です。また、農業機械作

業に係る死亡事故の要因は、「機械の

転落・転倒」が最大の割合（49.1％、

84人）を占めており、乗用型トラクタ

ーをはじめとした農業機械の転落・転

倒対策の強化が必要です。  
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春日部市出身の川上さんは、杉戸農業高校

生時に学校からいただいたハイビスカスを自宅

のベランダで管理・挿し木することにより同じ遺

伝子の植物体が増やせることに感動し、将来は

花き生産農家になることを決意しました。埼玉

県農業大学校に進学し花きの栽培技術を学

び、卒業後、花屋や園芸店での５年半の勤務を

経て、平成 25 年に吉川市で就農しました。 

就農に当たり川上さんの実家は非農家だった

ため、県春日部農林振興センターと吉川市の協力

を得て、吉川市内に 250 坪のガラス温室付の農地を借りることができました。しかしガラス温室の修

繕や資材購入等に多額の費用が必要なため、国の青年就農給付金事業や吉川市からの支援を受

けることで花壇用苗もの類の栽培農家として農業を開始することができました。 

販路については、花き市場を自ら開拓したほか育種した品種が品評会で入選することなどで徐々

に『花日和』の知名度も上がり、取引市場が広がるようになりました。 

そうした中、地主から借地の返却を求められ、近くで

継続して営農できないか吉川市に相談したところ、市

内の農地を紹介され自己資金と融資で購入し、令和４

年に２連棟のビニールハウス２棟（230 坪）を建設しま

した。 

現在では、オリジナル品種のビオラなど約 50 種類

の花壇用苗もの類の栽培を行っています。また、育種

が多忙になったため、ほ場まで集荷に回ってくれる花

き市場へ出荷しています。 

今後の目標として「苗を欧米やアジアなどの信頼で

きる生産者に送って現地で栽培し広めていきたい。花を

通じて感謝と喜びが循環するこころ豊かな世界の実現

に貢献したい。」と語ってくれました。 

また、就農を目指す人へ川上さんから「開業資金の準備や経営が軌道に乗るまでは自分の時間

が制約される覚悟が必要です。」とアドバイスをいただきました。 
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～花を通じて感謝と喜びが循環する 

こころ豊かな世界の実現に貢献したい～ 

川 上
かわかみ

 竜 一
りゅういち

さん 

 高校時代の夢を実現させ、吉川市で花の育種と販売を行っている 
『花日和（はなびより）』の代表 川上竜一さんを紹介します。 

川上竜一さんご夫婦（写真提供：吉川市） 

ビオラのオリジナル品種（華あられ）

の種子採取用の鉢植え 


